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平成３１年（令和元年）度 

川西南中学校学校関係者評価結果および提言について 

 

 少しずつ春の気配を感じる日が多くなってまいりました。保護者の皆様方には、

日頃より本校教育活動に、ご理解・ご協力を賜り感謝申し上げます。 

さて、２学期末に学校関係者評価として学校教育アンケート調査を実施したと

ころですが、その結果をご報告させていただくとともに、結果を分析・検討したも

のを、学校評議員会としての学校評価・提言といたします。 

 

川西市立川西南中学校評議員会        

代表  大矢根 秀明  （ＰＴＡ顧問）  

吉田 雅紀   （加茂小校区）  

田中 里香   （久代小校区）  

平川 美香   （現ＰＴＡ） 

宗次 幸子   （現ＰＴＡ）   

 

  アンケートにつきましては、「目指す生徒像」「学習面について」「学校規律

について」の三つの大項目と、それぞれに小項目を設け、 

Ａ(大いに当てはまる)Ｂ(当てはまる)Ｃ(あまり当てはまらない)Ｄ(全く当て

はまらない)の４段階評価を実施し、それを点数化することにより客観的な分析

を行い、学校の現状を把握する方法としました。調査対象は三者(生徒、保護者、

教職員)で、経年比較は３年分となります。 

  また、保護者の方には、本年度初めて学校教育に関しての、ご意見・ご提案を

いただきました。 

 

１、アンケートの傾向分析について 

（１）三者の評価に共通する項目 

◇良好な項目…「頭髪、服装が整っている」 

「清掃活動にしっかり取り組んでいる」 

◆課題のある項目…「家庭で勉強する習慣がついている」 

（２）３年間の経年比較   

ア 生徒評価 

   ◇上昇傾向（前々年度より 0.3ポイント以上上昇したもの） 

     「あいさつを良くしている」 



     「家庭学習にしっかり取り組めている」 

    ◆下降傾向（前々年度より 0.3ポイント以上下降したもの） 

      無し    

イ 保護者評価 

◇上昇傾向…無し 

◆下降傾向 

 「教職員は一生懸命授業をしている」 

 「教職員は規律が保たれるためにしっかり対応している」 

「教職員は保護者と連絡を取り、しっかり話をし、連携協力に努めている」 

「教職員同士協力し教育活動に努めている」 

ウ 教職員評価 

◇上昇傾向 

「明るく表情豊かに表現できる生徒」 

「南中生は学校で一生懸命勉強していると感じる」 

「南中生は、家庭で勉強する習慣がついている」 

    ◆下降傾向 

「南中の教職員は学校の勉強は大切であると話をしている」 

      「南中の教職員は一生懸命授業をしている」 

      「南中生は清掃活動にしっかり取り組めている」 

      「南中の教職員は規律が保たれるためにしっかり対応をしている」 

      「南中の教職員は保護者とよく連絡をとりしっかり話をしている」 

      「教職員同士が協力し、いろいろな教育活動を進めている」 

経年比較から見えてくるものとして、目指す生徒像についてはほぼ横ばい

状態ですが、教職員の授業に対する評価、規律に対する取り組み、家庭との

連携、教職員の協力体制の評価が、保護者・教職員とも下降傾向であり、教

育活動を行う上で、非常に大きな問題であると考えます。保護者の方との信

頼関係を立て直すために、早急に対策を立て、改善するように求めます。 

 

２、各項目分析について 

(１)めざす生徒像 

「あきらめず、粘り強く」の評価が、生徒・保護者・教職員の三者とも他の項

目に比べて低いポイントであることから、継続して取り組む必要があります。 

(２)学習面について 

「家庭学習の習慣」が今年度も三者同様に低い評価となっています。この項目

はすべての項目の中でもとりわけ低く、教職員の授業改善と家庭の支援をもと

に学校と家庭がより連携して検討していく継続課題です。また主体的に学ぶ姿

勢を育成するための手立てが必要と考えます。 



(３)学校規律について 

   生徒・保護者・教職員三者の評価は、比較的良好と判断できます。しかし

ながら、前述のとおり、教職員の連携体制、保護者との連絡体制については

下降傾向であり、特に教職員同士の連携についての評価は２年で半減してお

り、連携体制の再構築が必要です。 

今年度、生徒アンケートに加えた、「クラスの生徒はあなたのことを理解

してくれようとしている」という項目と「学校へ行くことが楽しい」という

項目については、相対的にポイントが低く、不登校対策の一つとして、この

項目の評価を上げるために、「仲間づくり」「絆づくり」等のさらなる取り

組みが必要であると考えます。 

今年度新たに追加した部活動に関する項目については、市の方針に則った

運営を進めているにもかかわらず、保護者・教職員共に相対的に低い評価と

なっており、部活動の実態把握と、改めて教職員全体の共通理解・共同実践

が必要であると考えます。 

 

３ 保護者アンケートⅣ 学校教育に関してのご意見・ご要望について 

 今年度初めて追加し、アンケートを実施いたしましたところ、学校運営に

対して、貴重なご意見・ご要望を多数いただき、ありがとうございました。

別紙にまとめておりますのでご一読ください。いただきましたご意見等につ

きましては、今後の学校運営の参考とさせていただきたいと考えておりま

す。今後ともより良い南中を目指し、教職員一同取り組んでまいりますの

で、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、いただきましたご意見等につきましては、ほぼ原文通りに記載して

いますが、生徒の目にも触れるものでございますので、個人が特定される内

容等につきましては、一部表現を変えさせていただいております。ご理解賜

りますようお願い申し上げます。 

 

以上１～３の学校教育アンケートによる学校評価の分析・検討をもとに、今後

の課題設定を明確にし、具体的な取り組みを進めていきたいと考えています。な

お、ホームページにおいても後日公開いたしますので、どうぞ閲覧してくださ

い。 

 


